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論文内容の要旨

本論文は，溶液中に分散した高分子から散乱されたレーザ一光を分光することを目的とし，光のゆ

らぎを検出する光ビート分光器および遅延同時計数分光器を試作し，高精度化に対する研究を行い，

次にそれぞれの分光器の特徴を利用した応用研究を行った結果をまとめたものである O 本文を 3章か

ら構成した。

第 l章では光ビート分光器についての結果を示した。分光器の主たる構成要素である周波数分析器

をディジイタル化し多重掃引型とした。この結果高安定にしかも実時間で分光することが可能となり，

不安定な系からの散乱光をも分光可能とした O さらに，任意の波形のスペクトルをも容易に検出可能

である点を利用し，電気泳動法を併用することにより，溶液中に分散した二税類の高分子の濃度分析

を可能とした。この結果従来の電気泳動装置に比べ，極めて短時間に濃度分析を行えることが分った。

また高分子からの散乱光のスペクトル幅は分散媒のpHおよび濃度に依存し、高分子に帯電している電

荷量がその一つの要因であることを指摘した。

第2章では，第3章で扱う遅延同時計数分光器を構成するための基礎研究として，諸種の入射光と

それらの光電流パルスのゆらぎとの関係を実測することにより検討した結果を示した。また波高分析

器を用い中間波高領域のみのパルスを検出することにより，暗電流パルスが減少し， しかもこのパル

スはポアッソン性が保証されていることを示した O

第3章では，第2章で得た結果をもとに試作した，遅延同時計数分光器についての結果を示した。

遅延線をカウンター素子で構成し，その遅延線を多チャンネル化した分光装置および遅延線を大容量

のシフトレジスター素子で構成した分光装置を試作し，パルスの正確な遅延，遅延線での計数損失の
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大幅な減少，各遅延点での同時計数値の同時測定等を可能としたO さらに平均計数値から偶然同時計

数値を決定することを示した。これらの結果，試作装置で短時間に十分高精度にスペクトル幅を求め

ることを可能とした。さらにスペクトル幅が正確に求まる点を利用し，溶液中に分散した大きさが異

なる二種類の高分子からの散乱光を分光し，解析することにより，濃度分析の可能性を指摘した。ま

た時間的に不安定な生体高分子の拡散係数の決定，分散粒子の分散度の判定ができるようになり工業

界への応用の可能性を指摘した。

論文の審査結果の要旨

本論文は，溶液中に分散した高分子から散乱されるレーザ一光を分析するために，光のゆらぎを検

出する光ビート分光器と遅延同時計数分光器を研究試作し，それらの応用について述べたものである O

光ビート分光器の研究では，周波数分析器をディジタル化し，多重掃引型としたため，安定でしか

も実時間で分光することが可能となり 電気泳動法と併用することにより 溶液中に分散した二種類

の高分子の濃度分析を可能にした。

遅延同時計数分光器を改良し，短時間に十分高精度にスペクトル巾を求められるようにして，溶液

中に分散した大きさの異なる二種類の高分子からの散乱光を分光することにより，濃度分析の可能性

を見出している O

本研究によって試作された装置により，時間的に不安定な生体高分子の拡散係数の決定，分散粒子

の分散度の判定ができるようになったことは，基礎研究は勿論工学的にも寄与するところが大きく，

博士論文として価値あるものと認める O
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